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『食事と健康』では、学校給食や食育に関する話題を発信しています！！ 

６月は「食育月間」 毎月１９日は「食育の日」 
★毎年 6月が食育月間って知っていますか？ 

 「食育基本法」に基づき、政府が作成する「食育推進基本計画」において毎年６月が「食育月間」と定

められています。また、継続して食育推進運動を展開するため、毎月 19日を「食育の日」と定めていま

す。 

 全ての国民が心身の健康を確保し、生涯にわたって生き生きと暮らすことができるように、食育月間

の実施には、以下の３つの重点事業が掲げられています。 

                                     

★新たな「食育推進基本計画」について 

令和３年度から５年間の計画として、新たに「第４次食育推進基本計画」が決定しました。 

国民の健康や食を取り巻く環境の変化、社会のデジタル化などの状況を踏まえ、基本的な方針として以

下の３つを重点事項とし、総合的に推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★「SDGｓ」って知っていますか？ 

国際社会が抱える課題を 2030 年までに解決するために、「誰一人取り残さない」という理念のもと決

められた、世界共通の１７の目標（ゴール）のことです。 

 食育の視点でも SDGsは当てはまります。「環境に配慮した食品を選ぶ」「食べ残しを減らしてゴミを減

らす」「多様な食習慣への理解を深める」など、食育の取り組みはＳＤＧｓと深い関りがあります。 

令和３年６月発行 

静岡市教育委員会(学校給食課) 

（１）生活習慣病の予防や健康寿命の延伸 

（２）持続可能な食育の推進 

  ①食糧生産と消費に配慮 

  ②農林漁業体験、生産者や消費者の交流 

  ③郷土料理、伝統料理、食事の作法等、伝統的な食文化の継承 

（３）デジタル技術を有効活用した情報発信 

＜重点事項＞ 

 １ 生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進 

 ２ 持続可能な食を支える食育の推進 

 ３ 「新たな日常」やデジタル化に対応した食育の推進 

<食育の推進にあたっての目標において 

追加・見直しを行った主な項目>  

 ・栄養バランスに配慮した食生活を実践する 

 ・学校給食での地場産物を活用した取り組み 

 ・産地や生産者を意識した食品を選ぶ 

 ・環境に配慮した食品を選ぶ 
これらの重点目標を SDGｓの

観点から推進します。 



 

 

 

 

 

・日本人は食塩をとりすぎているといわれています。食塩を構成する「ナトリウム（食塩相当量）」は、

私たちの体に欠かせない栄養素ですが、とりすぎると高血圧等の生活習慣病の原因になるといわれてい

ます。（１日当たりの食塩摂取量：全国平均 10.1g） 

 

 

 

 

◎学校給食の「減塩」 

 ・だしを濃くとり、だしの旨味で減塩！ 

 ・香味野菜を多く使い、風味で減塩！ 

 ・酢の物を献立に取り入れ、酸味で減塩！ 

 

 

 

◎「ふるさと給食の日」 

地元の食材や地域ならではの食事を献立にした給食の日が毎月あります。献立表には“しょっかんくん”

が登場します。「ふるさと給食の日」以外でも地元の食材を積極的に使っています。 

◎「わくわく給食」 

給食がおいしく楽しい時間になるように、静岡の自慢のブランド食材を使った特別な給食を提供しま

す。令和３年度は７月から年間６回計画しています。 

 

  

 

 

 

学校給食 2020年 5月 

食べ物や作る

人への感謝の

心 
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い人がいる（社
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る 
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解する 
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日本の食文化を
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とができる 

『減塩』の取り組み 
『地産地消』の取り組み 
静岡県内から 
「おいしい食材」を 
集めてくるよ！！  

減塩 ご家庭でも、

試してほしい 
ズラ～！！ 【食塩相当量目標量】 

●「食事摂取基準 2020年版」(厚生労働省)の目標量：男性 7.5g未満、女性 6.5g未満 ※1日 

●「学校給食摂取基準」目標量：小学生２g未満、中学生 2.5g未満 ※給食１回 

 ご家庭の できることから始めてね！ 


